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（1） 立地特性
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◇京阪神を繋ぐ国土軸上に位置し、大阪府内を結ぶ地域幹線軸が縦横に交差する、広域的な交通条
件に恵まれた地域。

■都市構造図

（2） 交通特性

※資料：茨木市都市計画マスタープラン（H27.3 より作成）
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（3） 地勢

◇中心地域と南部地域は平野が広がり、茨
木市役所から概ね4km圏内に収まる。

◇また、北部地域は大半が山地である。

資料：国土地理院



（4） 主要施設の分布状況

◇本市の医療施設は、茨木駅、茨木市駅の近辺に集中。山間部には病院がなく、診療所が点在。

◇教育文化施設は、コミュニティセンターが平野部に集まり、山間部は公民館が立地。

資料：
茨木市立地適正化計画



（4） 主要施設の分布状況

◇商業施設は、茨木駅や茨木市駅等鉄道駅の近辺に多く、大型店舗は彩都を含んだ市内各地に立地。

◇福祉施設は、平野部を中心に、鉄道駅やバス路線の近くに立地。

資料：
茨木市立地適正化計画



京都

大阪

大阪国際空港

◇京阪神を繋ぐ国土軸上に位置し、大阪府内を
結ぶ地域幹線軸が縦横に交差する、広域的な
交通環境に恵まれた地域。

◇鉄道は３社が運行しており、大阪市内や京都
市内、大阪国際空港等にアクセスしている。

◇近年、JR総持寺駅や新名神高速道路が整備さ
れ、利便性が向上。

（5） 交通基盤

資料：国土交通省鉄道局「鉄道要覧」



（6） 高齢化率
■高齢化率の目安
世界保健機構・国連等での定義
高齢化社会・・・7％以上
高齢社会 ・・・14％以上
超高齢社会・・・21％以上

◇茨木市は、大阪府・全国平均と比較すると高齢化
率は低いものの、ここ10年において高齢化率は増
加している。

◇市内を地域別にみると、北部地域において高齢化
率が高い。

◇昭和30～40年代に開発された団地では、高齢化
が進展しており、その後開発された団地において
も、今後高齢化の急激な進展が予想される。

出典：H22,R2国勢調査 出典：R2国勢調査
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◇現在、約6.9万人の高齢者が市内に常住しており、今後10年間で約0.7万人（約1.1倍）増加し、
約7.6万人（高齢化率約27％）になると推計されている。

（7） 高齢化（予測値）

出典：R2国勢調査
R12,R22人口は、出典：『日本の市区町村別将来推計人口』、国立社会保障・人口問題研究所）



◇市に常住する就業者・通学者のうち、それぞれ６割以上が市外に通勤・通学をしている。

◇一方で、他市から茨木市への就業者・通学者も多い。

（8） 通勤・通学流動

※15歳以上通学者

出典：R2国勢調査



（9） 茨木市の概況まとめ



（1） 自動車保有台数

◇自動車保有台数は、普通自動車及び小型自動車は約67,000台でほぼ横ばいで推移。

◇軽自動車は2022年時点で約28,000台となっており、増加傾向にある。

出典：茨木市統計書

※普通自動車は普通乗用車・小型乗用車・普通トラック・小型トラックの合計
軽自動車は四輪乗用・四輪貨物の合計
二輪・三輪車は軽自動車に分類されるものの内、二輪・三輪の合計
原動付自転車は排気量125cc以下のもの全ての合計
その他自動車はバス・特殊用途車・二輪の小型自動車・小型特殊自動車の合計



（2） 道路の混雑度

◇中心地域及び南部地域の道路で、混雑度が1.0以上（ピーク時は混雑）の路線が多数存在。

◇混雑度は改善傾向にあるものの、国道171号やＪＲ茨木駅と阪急茨木市駅を結ぶ枚方茨木線等で
は混雑度が依然として高い。

混雑度 交通状況の推定

1.00未満
昼間12時間を通して、道路が混雑する
ことなく、円滑に走行できる。渋滞や
それに伴う極端な遅れはほとんどない。

1.00
～

1.25

昼間12時間のうち、道路が混雑する可
能性のある時間帯が1～2時間（ピーク
時）ある。何時間も混雑が連続すると
いう可能性は非常に小さい。

1.25
～

1.75

ピーク時間のみの混雑から日中の連続
的混雑への過渡状態。

1.75以上 慢性的混雑状態。

■混雑度の目安
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（3） 公共交通空白地

◇本市の2020年時点の公共交通カバー圏域
のカバー率は86％となっている。

※公共交通カバー率 = 鉄道・バス停徒歩圏内の居住人口/総人口
鉄道駅については半径800m、バス停については半径300mを徒歩圏内とし、
徒歩圏内に居住する人口を都市の総人口で除して算出

出典：R2国勢調査



出典：茨木市資料（令和４年５月末時点）

（4） 市が実施している移動支援



出典：茨木市資料（令和４年５月末時点）

（4） 市が実施している移動支援



（5） その他の移動支援

出典：令和４年度茨木市ヒアリング結果



（参考） 市内の移動支援網

出典：移動支援実施主体HP及びヒアリング結果



（6） 企業等の送迎交通実態

出典：実態調査（R4.10.11（火）,10.19（日）7時～19時）

茨木市松ヶ本町
バスターミナル

茨木市上穂東町
バスターミナル

◇送迎バスの件数は、阪急茨木市駅西口
の平日で299件と最も多く、次いで
JR茨木市駅西口の平日で253件と多
い。

◇全体的に平日の方が多くなっており、
通勤や通学、病院関係の送迎が多い。



（7） 交通事故

◇茨木市内の交通事故発生件数は減少傾向に
あるが、自転車が関連する割合は増加傾向。

◇市の南部地域において、交通事故が多く発
生している。

資料：大阪府茨木市警察署、茨木市交通安全協会

凡例
事故発生箇所

事故発生箇所

施設
◎ 市役所

道路
高速自動車道
一般国道
主要地方道
一般府道

鉄道
大阪モノレール
JR京都線
阪急京都線
東海道新幹線

行政界
行政界

出典：交通事故統計データ（R3）、警視庁



（8） 茨木市の交通まとめ


